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第 夏章 緒 言

開放性結核教員又ハ學童、生徒等 ヲ感染源 トシ

テ、學級内感染 ヲ惹起 シタル惨鍋二就 イテへ

既二2、3ノ 報告ガアリ、斯ル 感染原 ノ早期登

見ニヨル摘出ハ學校結核二豫防上 ノ根本的封策デ

ア ル 稔

弦 二報 告 セ ム トスル例 モ亦 、 開 放 性結 核 生 徒 ヲ

中心 トシテ學 級 内 感 染 ヲ惹 起 シタ顯 著 ナ ル事 例

デ アル.

當保 健 所 ハ 昭 和17年 度 、 囲民 睡 力 検 査 施 行 中、

某 中墨 校 ノ某1學 級 二於 テrツ 〈ごル ク リ ン」反鷹

陽性 率 ガ噺 然 群 ヲ抜 イテ高 率 デ アル事 實 二當 面

シ タ馨 即 テ、 全 校 李 均 「ツ ベ ル ク リン」反 鷹陽

性 率32.17±1・948%二i封 シ、 該 墨 級 ノ夫vハ

78.95±6.613%ノ 高率 ヲ示 シ、 加 之 、 更 二驚 ク

〈ごキハ
、 該學 級 ノ昨年 度 ノ國 民 艦 力 検 査 成 績 ト

比 較 スル ニ53名 中27名 ノ多 藪 ガ既 往1年 間 二

陽性 轄 化 セル コ ト ヲ知 ツ タ.{乃 テ學 級 内 二感 染

源 ノ存 在 スル ハ1黙 ノ疑 ヲ挾 ム鹸 地 ガナ イ ノデ

學 校 長 二結 核 満掃 工作 ノ緊 要 ナ コ トヲ進 言 シテ

其 ノ快諾 ヲ得 タ,時 偶 く厚 生 省 結 核 課ノ 委 囑 ニ

ヨ リ、 昭和 醤 專結 核研 究會 二属 スル生 徒 ガ夏 期

實 習 ノタ メ當保 健 所 二配 屡 サ レテヰ タ ノデ、 全

所 員及 ピ之 等 實 習 性 ヲ塞 グ テ7月 下 旬'Nリ3月

上 旬 二亙 ツ テ 蓮 日30--32℃ ノ猛 暑 ヲ冒 シテ結

核 清掃 作 業 ヲ施 行 シタ.實 習状 況 覗 察 ノタ メ昭

和 醤 專 カラ派 遣 セ ラ レタ吾 妻教 授 モ、 胸部 理 學

的 診 査 ヲお櫓 セ ラ レタ コ トヲ特 二附 記 ス ル。
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第2章

L秒 一・ル クリ ン波 内 反慮 検 査

國 民 鵬 力検 査 二準 擦 ス 似 下輩 二「ヅ」反 窓 ト略

樗 界 ル)。

2・ 赤 血 球 沈 降速 度 測 定

2王 込 ター グ レー ン氏法 ニ ヨ リ3⑪ 一32℃ 室 温

二放 置 シ、 其 ノ1時 間1直 ヲ測 定 シ、 判 定 ニ ハ増

野 氏 α}ノ法 二從 ヒ補 正 シ タ.

3、 胸 部 理 學 的診 査 拉 二喀 疾 検 査

「ツ」反 鷹 陽 性 者 拉 二赤 沈{足進 者 二封 シテ之 ヲ行

　

検 査 方 法 〆
ノダ　

ッ タ。 喀 疾 検 査 ハ 手一 ル・ガベヲト染 色法 ニ ヨ リ

之 ヲ鏡 検 シタ.

4.肺 活量 測 定

之 レニ閣 シテハ稿 ヲ改 メテ述 ベ ル。

5.胸 部X線 検 査

螢 光 像 撮 影 法 二Sリ 、 「ツ」反 鷹 陽 性 生 徒 中、 第

3墨 年 以 上 ノ モ ノ115名 二就 キ、都 岡 縣 立 三 島

健 康 相 談 所 二於 テ之 ヲ施 行 シタ.

第$章 検 査 成 績

第1節 「ツ」反 慮 成 績

第1項 概 観 的成 績

「ツ」反鷹 陽 性 峯 ハ受検 人 員575名(在 籍生 徒638

名 二封 ス ル 受 倹 率90ほ3%〉 二封 シテ 陽 性 人 員

185名 、 即 チ32・17±1、948%デ アル
,,

之 ヲ各學 年 、 學 級劉 二槻 察 スル ニ(第1表)第5

學 年A組 ・、座 倒 的 二 高率 デ78.95土6.613%ヲ

示 ス ガ、 之 ア除外 ス レバ慨 ネ學 年 進 度 二俘 ヒ遍

増 的 二増 牽 ヲ示 シ テヰ ル.帥 チ 第1學 年19.74

第1表

瀞

±3.228%ヲ 最 低 ト シテ、 學 級 毎 二 多 少 ノ軒姪

ハ認 メ ラル ・ ト難 モ、漸 次 上 昇 シツ ・第5學 年

57.47±5.300%二 至 ツ テ最高 率 二達 スル。 而 シ

テ「ヅ」反鷹 陽 性 牽 ハ 第3學 年 二至 ツ テ俄 然 飛 躍

的 二増 率 ズル コ トガ 目 ヲ惹 ク モ ノデ アル、

要 之 、 本 稜 生 徒 ノStヅ」反 鷹 陽 性 牽 ハ、 之 ヲ本 邦

各 地 男 子 中等 離 稜 「ツ1反 鷹 陽 性率(第2表 ノト比

較 スル ナ ラバ最 モ低 率 二位 スル モ ノ デ アツ テ、

學級別 「ツ」反懸成績

學 年 及 學 級 瞼 査 人 員 一

例 微

A組1911第 一 一 一一一一

._B組i51
至學 一

C霜 .-lthS2131年
一一一 一一 一 一
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扇B組 二46…の　 　 　　コ
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第2表 本邦 各地 男子 中等學校rツ 」反慮陽性奉

學
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一 、江場,白 川 等11501415i36.1±1.43同 上

一i中 島e入 江等38.5同 上

i渡 部,留 筆575185132.1?±1.949同1ピ ー

日結2-g働
(昭和16年)

結核18-6⑱
(昭和15年)

余等 麟が女子中等學校生徒二於ケル成績拉二渡
の　ヌ　な

部 叡 緬 懸 が學 童 二就 イテ ノ 成 績 二鑑 ミテ モ静

岡 縣 二於 ケ ル青 少 年 拉 二幼 年 期 ノ結 核 感 染 牽 ハ

全 國 的 二親 テ低率 デ アル ト考 察 サ レル.

第2項 年 齢 別 「ツ 仮 庶 陽 性率

「ツ」反 騰 陽 性 牽 ヲ 年 齢 的 二 親 ル ニ(第3表)17

年17.86±7.237%ヲ=最 低 率 トシ年 次 的 二上 昇 シ

ツ 、20年60.00±21.00%二 至 リ:最:高率 二連 ス

ル.然 レ ドモ:其ノ増 牽 ノ割 合 ハ必 ズ シモ同 一 デ

ハ ナ ク16年 以 上 デ飛 躍 的 二 上昇 ヲ示 シテ ヰ ガ。

余r}ハ 襲 二 藤 下 女 子 中 等 學 校 生 徒3183名 二

就 イ テ、 「ツ」反 慮 ヲ施 行 シタ ガ、 之等 女畢 生 ノ

「ツ1反 鷹 陽性 率 モ亦 、年 次 的 二上 昇 シテヰ ル が

壇 傘 ノ幅 ハ 各年 次必 シモ 同一 デハ ナ ク15年 以

上 デ飛躍 的 上 昇 ヲ認 メル。 即 チ中墨 生 二於 テハ

此 ノ關係 八女學 生 二比 シテ1ケ 年逞 レテヰ ル コ
{ノ

ト ・ナ ル

江 場 で劇 ハ東京 府 立 某 女學 校 生徒 ノ「ツ_1反鷹 検

査 二於 テ13、14、15:歳 デ陽性 率 ノ増 加率 大 デ ア

ル ト シ、 中墨 生 デハ之 ヨ リ1年 遅 レテ、15、!6、

Y7デ 堪 加 ノ割 合 旗 大 デ アル ト謂 ツテ ヰ ル ガt

余 等 ノ成績 ハ江 場等 ノ夫 レ二死 シテ男 女 共 二1

年 ヅ ・遽 レテ ヰ ル ガ、 中墨 生 が女 學 生 二比 シテ

1年 選 レテ ヰ ル關 係 ハ全 ク同 ジ傾 向 デ アルa

第3表

又 有 馬 等1b・ 北 海 道 ノ青 少年 二於 テr15、16年
が

二於 テ 「ツ」反磨 場 裡 率 ハ 急 激r上 昇 スル ヲ 認

メ、 有 馬1㌧ ・石 川藤 下男 女 中等 學 校 生 徒 ノ「ツゴ

反 慮 陽 性庫 ノ年 齢 別 關係 二於 テ、 市 部 出離身者 八

15、16年 二急 激 二上 」、 郡 部 出 身者 ・・之 ヨ リ

1年 遅 レテ16、17年 二於 テ急 激 二 上昇 ヲ認 メテ

ヰ ル ガr之 等 ノ年 齢 的 ノ「ツj反 磨i陽性 率壇 加 ノ
な

傾向ハ余等 ノ男女中等學按生徒 ノ成績 モ江揚等
　

ノ大 都 市 男 女 中等 學 校 生 徒 ノ ソ レニ比 シ共 二邊

レ テ居 り全 ク一 致 ス ル所 デ ア ル。

斯 ク ノ如 グ或 ル年 齢 二至 ヅ テ「ツ」反 鷹 陽 性 率 ノ

急 激 二増 加 スル コ ト及 ビ其 ノ年齢 的 二、 女 子 ハ

男 子 二死 シ稚 く早 キ コ ト、 都 會 ノ青 少 年 ハ地 方

ノ青 少 年 二比 シテ早 キ コ ト等 ノ關 係 ハ男 女 雨性

ノ禮 質 的 相 違 乃 至 都 鄙 青 少 年 ノ免 疫 力 ノ相 違等

ニ ヨル モ ノ ト思 ハ レル ガ、 其 ノ理 由 ハ 明瞭 デハ

ナ イ.

rツ」反 鷹 陽 性 度(第3表 〉ハ10-14rnm(十)八 景:

モ多 イ ガ 其 ノ 實藪 二 於 テ ハ コ5-19rnm(暑 〉ト

略 く伯 仲 シテ ヰ ル。水 泡形 成 ハ 全 陽 性 者 ノ2,16

%デ 余 等{2}ノ 女畢 生r7・85%二 比 シ遙 カ ニ低

久 江 場 等 鋤 ノ東 京 ノ女 畢 生 ノ2.1%二 匹 敵 シ

同 ジ ク中等 生 ノ1、2%二 化 シ稚 く高 イ。
鞭諭 嵐

気

年齢別ジーツ」反磨陽性度 及陽性傘

聯 動 人員・一端 搬/嘉m .11。噛 磁2儲 一腕 撫 疽囎 会 離 報 土吻
17.86±7.237

22.05±3.678

1312823

1412797

15i131100

16i12073

i78750

186832

1994

20i
_鬼2

言1・575381

蜘

{

…

何

・

0

2

1

1

3

2

δ

0

9

3_L_星_L.漁_一"ご
71912
　 　 　 　　　 り 　 　 　

14142

詰一二 豊新L…⊥

.鍬1__τ 」_⊥ 一
411

… …a「 　 … ㎜b…

…9ラ「 一
82

42.53=ヒ5の340
　　　　 くが ゆ　　

3145.89±6.〈)60

555.56±16.563

τ 擁 面b玉 葱蔽 δδ

28
　　 　ゆ　　 　　　　　　 へ 　　　へ　

30会 ～2.90±3.671

一第二遡 塾 蝿

0

0
　 く　　　　　　い へ 　 　　

6185 32.17ー ト1◎948
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第3項 家 業 別 ジツ 波 鷹 陽 性率

生 徒 ノ家 庭 ノ職 業 別 ゴ ツ!反懸 陽性 率(第4表)

ヲ親 レバ、 無 職40.48土7.573% 、 商 業38.61±

4・84496等 ハ最 モ高 率 デ 反 之 農 業29.2白 ±3、234

%ハ 最 モ低 率 デ ア ル.

第4表

之 レ余 等 ノ第1報 女 子 中 等 學 校 生 徒 ノ調 査 球鐘

二概 ネー 致 シテ ヰ ル。 諸 家 ノ成績 ニ ツ イ テ ・・既

二第1報 二引 用 シタ ノデ弦 ニハ省 略 ス ル 夙 要

ス ルニ、 商 業 地 域 二結 核 ノ淫 浸 ハ濃 厚 デ ア リ、

農 村 二稀 薄 デ アル コ トヲ立 謹 ス ル モ ノデ ア ル。

家 業 別 「ツ.!反噸 陽性 奉

∴
霧
雛
∵

饗

5
…

殴

　8

へ
4

…
-

堕

隻

　ズ

サ

～

崔

ツ

・

皿96

旦

-

査

人
…

検

8
「翼

＼＼ (十)

%±m%

(±)

ド ー一 一一一一1例激%

i(一)
一レー 一一 一

'例 厳

;34

101

7

184

42

375

8

τ
_-

t
39

57

17
_i

185

29.29±3.23442.02

50.00±17.6000

100.000

120
。59±6.934⑪

∴[墾 ・61±lfww,sil'1-]二三 二二……璃

1塾6.

_三

_一 皇一

._。 豊

60

4
一強

26

2圭

381

%

68.69…

5f).00

28.57±17.074i1

30JgS± 　3論 　11

40.48±7.573

32.17±1.948

14.29

0。54

t2。28

79.41

59.41

57.14

68.48

57.14

9 1.56

第4項 通 學 地 域 男ザ ツ 」反 慮 陽 性 率

生徒 ノ通 學 地 域 ニ ヨ リヂ'㍗反 鷹 陽 性 率!第5表 〉

ヲ観 ル ニ、 市 部42。10±4281%ハ 最 モ 高 ク、

町部39,42±4、174%之 二 亜 ギ.村 部24,75±

2.47996最 モ 低 奪 デ ア ル.之 二依 テ、 市 町 爾部

ハ略 く李 均 化 サ レテ ヰ ル=ガ村 部 ハ爾 者 二比較 シ

テ、 相 當 ノ隔 リ ヲ認 メ ル.

而 シテ、 之 等 地 域 別 いソ」反 鷹 陽 性 率 ノ差 異 ヲ統

計 學 的 二考 察 スル ニ/第6表,市 部 及 ビ町部 ノ差

異 ハ偶 然 性 ガ強 イ ガ、 村 部 ハ市 部 及 ビ町部 二比

較 シテ低 牽 テ ア ル コ トハ有 意 ナ ル差 異 ト認 メ ラ

レルel地 域 別rツ 」反 鷹 陽 性 率 ノ差 異 二欄 シテハ

既 二第1報 二諸 家 ノ成 績 ヲ引 用 シタ ノテ弦 ニハ

詳 論 ハ省 略 ス ル ガ、 之 等 ノ成 績 ニ ヨ リ、結 核 蔓

延 状 況 ハ、 農 村 二於 テ ハ未 ダ稀 薄 デ ハ ア ル ガ大

都 市、 小 都 市、 町 等 ハ 漸 次 李 均 化 サ レツ ・アル

66.26i
_一 ■転 曲奪

モ ノ ト考 ヘ ラ レル。

第5表 通學匠域別 「ヅG反鷹成績

第6表 地 或 別 「ツ」反 慮 陽性 率 差 異 ノ

有 意 性 ノ吟 味

比 較 ス ル
.E雨 地

.域
2.6895198斐 ㌧45

14.6644.853.(、2

17.3534.95tS.-1

第2節 赤血球沈降速度

第1項 所謂健康者赤沈傾二就テ

被検人員575名 中、多少ナリトモ胸部理學的所

見拉 二X線 學的所見ヲ認 メタル者ハ之 ヲ除外 シ

テ、所謂健康者 ト目サレル533名 二就キ、赤血

球 沈 降 速 度(以 下 赤 沈 ト略聡 ス〉 ヲ観 ル ニ(第7、

8表 ワ 如 ク デ ア ル。

30～32℃ ノ外 氣温 二 放 置 シテ 測 定 セル1時 間

値 へ 正 常 値(1～10mm)ヲ 示 ス モ ノ僅 カニ被
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検 全 員 ノ47.02%二 過 ギ ナ イ モ ノガ、 増 野 氏(t}

ノ 「グ イ ヤ グ ラム」ニ ヨ リ20℃ 二 補 正 スyバ

86.98%ト ナル ー 郎 チ 測 定 矛恩度 ヲ異 ニ セル場 合

ノ赤 沈 値 ノ相 違 ヲ比 較 不 レバ第7表 ノ如 ク デ、

由 是、 赤 沈 値 二及 ボ ス温 度 ノ影 響 ノ如 何 二大 ナ

ル カ ヲ知 ル コ トガ出來 ル ノデ アル.コ ノ事 ハ既
　

二諸 家 ノ等 シ ク唱 ヘ テヰ ル所 デハ アル ガ集 團検

診 二於 ケ ル測 定 時外 氣 温 ノ=影響 二關 シテ、 爾 成

績 ヲ比 較 ス ル コ トニ ヨ リー層 注 意 ヲ喚 起 ス ル必

要 ヲ感 ズル ノデ アル.

宮 西 等 絢 ハ大 阪 市 某 中等 學 校 生 徒 ニ ツキ、18～

25Cニ テ赤 沈 ヲ検 査 シ、0～10mmヲ 示 ス モ

ノ全 員 ノ70.2%二 認 メテ ヰ ル ガ、 余 等 ハ 之v

ゴ リ稽 ζ高 イ成 績 ヲ得 テヰ ル登 又宮 西等 ハ赤 沈

ト年 齢 トノ關 係 二就 イ テ、 年 齢 ノ進 ムニ從 ヒ赤

沈 値 正 常 ヲ示 ス モ ノ屠 加 ノ傾 向 ア リ ト謂 フ モ、

余 等 八今 同 ノ成績 二於 テ赤 沈 値 ト年齢 トニ著 明

ノ閣 係 ヲ認 メ ナ カ ツタ。 然 シナ ガ ラ渡 部 醜4)ガ

襲 二學 童 二就 イ テ調 査 シタ赤 沈 値 ノ成績 ト比較

ス レバ、 正 常 値(1～10mm>ヲ 示 ス例 ハ 遙 カ ニ

多 イ ガ、 其1因 ハ 年齢 關 係 二求 メ得 ラ レヤ ウ。

コ ノコ トニ ツ イ テハ 別 稿 ヂ赤 血 球 沈 降 反 鷹 二關

ス ル研 究コ ニ於 テ詳 論 ス ル肇

所 謂 健 康 者 ノ赤 沈 値 ハ統 計 學 的 二

M±mニ6.11-±O.0275mm

び±m=0.923±O.0196mmデ ア リ、 反 之 、 胸

部 理 學 的 蛇 二X線 學 的 所 見 ヲ 認 メ タ者42名 ノ

赤 沈 値 バ

M±m=32.79±O、297mm

び±m=2。17±0.201mmデ ア リ、 前 者 二比 シ

テ 明 カ ニ速 進 ヲ認 メル.然 シナ ガ ラ個 々 ノ症 例

二就 イ テ謂 ヘ バ 開放 性 結 核 デ ア リナ ガ ラ、 正 常

値 又 ハ 中等 値 ヲ示 シ、 所 謂 健 康 者 デ ア リナ ガ ラ

中等 度 又 ハ 強度 二促 進 スル モ ノア リ、 特 二幼 年

者 ニハ 健 康 者 ニ シテ赤沈 ノ異 常促 進者 ノ多 イ コ

トハ既 二渡 部 モ纒 験 ス ル トコ ロデ集 團 検診 二於

テ ハ赤 沈 ヲ以 テ 目標 スル ノハ適 當 デハ ナ イ ト信

ズル。

第7表 濃度 ヲ異 ニセル赤沈秀布 ノ比較

30-32ce

260・47.02ノ

30mm.・

40mm.10(1.81)

41--50mm6(1.08)

51mm.

()内 ハ%ヲ 示 ス

縁

第8表 所謂健康 生徒赤沈累積度轍分布(20℃)

赤 沈 値 度 数(%)累 積 度敷(%)

110mm.481(86。98)481(86.98)

548(99e10)

3(0.54)

2〔0.36♪553(100、00)

553(100。00)

第2項 赤 沈 卜「ツJ反 慮 トノ關 係

仁ツ」反 鷹 ト赤 沈 値 トノ關係 ハ第9、10表 ノ如 ク

デ アル.9P≠rツ 仮 慮 ニ ヨル 赤 沈 値 ノ 分 布(第

9表)ヲ 観 ル ニ、 「ツJ反 鷹(一 〉ニハ 赤 沈 値 正 鴬

ヲ示 ス モ ノ(± バ+1二 比 較 シテ稽 ㌃多 ク、 中等

度 以 上 二促 進 ス ル ニ從 ヒ(一 〉ノ滅 少 ス ル傾 向 ハ

認 メ ラ レノヒガ其 ノ間 二著 明 ナ ル差 異 ハ ナ ィ。

又 赤 沈 値 ニ ョル 「ツ」反 鷹 ノ分 布(第10表 〉ヲ観

ル ニ、 赤 沈 値 正 常 値 ヲ示 ス モ ノニ「ツ」反 懸(十 〉

ハ 少 久 赤 沈 値 中 等度 以 上 促進 スル ニ従 ヒ、「ツ」

反 鷹(+1ノ 囎 加 スル傾 向 ニ アルよ 然 レ ドモ「ツ」

第9表 「ツ」反 懸 ニ ヨル赤 沈 ノ分 布

赤 沈
。 、＼1-10
ワ 」反 感 ・

11-20 21-30 31-40 41--50 計

_ナ_.!37(7A・(項 ノ 、遡 斥21・08)… ・

±
.、..§(88・8墜).0__

一一329気86拳35♪43(11.28)

計474(82.44ン82/14.27)

1(1u1)」

185(100.00)

9〈.100。00)

381又100穣00)

575k100、00)」
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第10表 赤沈 ニ ヨル 「物 反磨 ノ分 布

＼
＼ ヅ1

　 ミ

赤沈 反 旛 十1
.

最二搬 響 既
..璽1　 3q…..ぞ 阻6勉 .一

」 塞一 橋0…2(50・00)
↓1一一→O

a185(32.17

±.一 計

墨堕ゴ望鍛鉄∵副鑛裂
._紅 ⑳ 貫≧二 _L_丞4¢,竺 ≧_.L_望 集⑪o%)一

〇i2(50.00)1 .4(10Q%)

000

9(1.57)381(66.26)575(100%)

(

反 磨 く一)デ 、 赤 沈 正 常値 ヲ示 ス モ ノ ト、 中等 度

以 上 ノ促進 ヲ示 ス モ ノ ト略Z同 率 二認 メ ラ レr

両者 ノ間 二八 確定 的 ノ閣係 ア リ トハ認 メ難 イ。

づ ノコ トハ宮 西等 醐 が大 阪 市 中墨 生 ノ成 績
r渡

)内 角%ヲ 示 ス

部 腿)ガ 學 童 二就 イ テ モ結 論 スル所 デ ア ツ テ、

要 之、 「ツ」反 騰 ト赤 沈 トニ ハ一 定 ノ關 係 ヲ認 メ

ラ レナ イ0

第3笛 胸部襲撃的診査蛇二喀疾検査成績

「ツ」反 鷹 陽 性 生 徒 拉 二赤 沈 速 進 者(20mm以 上)

二野 シ胸 部 理 學 的 診 査7施 行 シ且 ツ、 豫 メ「シ。

一 レ」ヲ 與 ヘ テ 喀 疾 ヲ喀 出 セ シメ、 テー ル 。ガ

鳶 ッ ト染 色法 ニ ヨ リ鏡 検 シタ・喀 疾7喀:出 シ得

ザ ル モ ノ全 員 ノ 約50%ニ ア リ、 之 二 鑑 ミテ モ

培養 試 験 ノ必 要 ヲ痛 感 スルc

胸部 理 學 的 所 見 ノ記 載 ハ之 ヲ省 略 シ、 開 放 性結

核 二就 テ ノ ミ(第11表)之 ヲ掲 グ ルc・

結 核 菌 ヲ護 明 セ ル モ ノハ 第5學 年A組 二3名 、

第3華 年B組 二1名1合 計4名 デ全 生 徒 ノ0.69

%二 當 ル。 此 慮 二注 目 スベ キハ、 之 等4名 中3

名 マ デハ最 近 引績 キ敏 席 中 ノ者 デ ア ツ テ、 豫 メ

學 校 長 カ ラ、 病 況 之 ヲ許 セバ當 日登 校 受 検 ス ル

ヤ ウ 通 達 サUテ 出席 シタ 者 デ ア ツ タ コ トデ ア

ル.當 時 、本 校 二於 ケル長 期 鋏 席 者 ハ第5學 年

13名(全 部A組 〉、 第4學 年6名 合 計19名 デ ア

ヅテ、 之 ヲ届 出 ノ診 断 書 ニ ヨル病 類 別 カ ラ観 レ

バ、 肋 膜炎 最 モ 多 ク13例 、肺 門腺 炎4例 、肺

第11表 開放性肺結 核生徒一覧表
翻 一 一

症腰 號 秀諮

氏 名 「　

結核菌
…芹ガ フ紙 入學 後 ノ健 康状況 胸部理學的所見

一」號 、
胸部X線 所 見

一}

iI
.■

(5年A組)
16m搬.

一_r一一一 一_期 ←

v號

　 榔… 　 一

III號

四一 　 甲}匪凹

VI號

入學以來第4墨 年マデ
無欲 席,本 年6月 ヨ リ
灘性肋膜 炎 ノ診断ニテ
鋏 席

一一 へ貼_欄 …油一… 鞘一 油… 甲油一 一

入學以来感冒 ノタメ轍

B鉄 席、第5學 年進級
ト共 二灘性肋膜炎ニテ

体勢 中

南側前胸部及肩押 下角
二互 ツテ打診音短,小"撮 影 セス
水泡音 多藪聴取

…

}　 』 一一

{罰"一 圃… 而… 一 　 一一　 一 … 弱臨 湘一 一_h

…　 　 同一 ～

→ 陥湘肋}　 一 ¶而_㌍ 一 　 欄

右肺野全般 二亙 り主
滲 出性陰影

一 … ………………叩 禰輪一 酬闇闇一 … 一一一_』 甲_

雨肺尖野3り 中野二
面 ッテ主滲 出型陰影

II.■

(5年A組)

一一 脚w一}

転

IIL■

漕_幽 幽_一噌一 一一 一 一 一 「

30τ 駿覇陰。

_一 一

52m搬.

_一 間一 一

_曲 面 ～一 一一 棚油 一溜一

策1學 年無鋏 席,第2
學年第1學 期末 ヨリ2
學 期末 マデ肋膜炎,第
5學 年6月 ヨ リ再 ビ肋

膜 炎ユ テ休學中
r_一{一 凸_㎜ 一一 一　　

入事以來無飲席,強 健

右肺尖部 ヨリ前胸部第
6肋 間二五 ツテ打診青

短,右 側肩脚 下角以下
抵抗 ア リ,右 前胸部 工
小水泡音 ヲ聴取

粛h}　 __…

雨肺尖部及鎖骨下窩 讐
り第4肋 間二五 ヅテ打

診青短,該 部 二小水泡
音 ヲ聴取

雨肺尖部 輕抵抗、呼 吸
音鋭利,呼 気延長 ス,背
面 中央待二呼吸音鋭 利

1℃■ 幽 滋
一

JII號

四 　 柵 戸贈品…… 一 一一 一 一 _{一 一 一_曽 聖

「

而… …{心 マ　　{一 一　『{㎝

著 髪 ヲ認 メ ズ

備考X線 所見 ハ大撮影 ニ ヨルモ ノナ リ
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浸 潤2例 デ ア ル、 若 シ之 等 全 員 ヲ出頭 セ シメ診

噺 ヲ行 フ ヲ得 バ、 開 放 性 結 核 碗 蜆 峯 ハ遙 カ ニ

多 イ率 トナル モ ノ ト信 ズ ル。 之 ニ ヨツ テ モ集 團

検 診 二際 シテ、 開 放性 結 核 患 春 ガ鋏 席 中 ノタ メ

逸 脱 サ レル 危 瞼 アル コ トニ 留 意 セネ バ ナ ラナ

イ癖

第3學 年 ノ1例 ハ所 謂 無 自費 性 結 核 二属 ス ル例

デ ア ツテ約1週 間 前 富 ± 登 山 ヲ ナ シ、 途 中 落 伍

セ ル生 徒 ヲ背 負 ツ テ下 山 セ ル モ ノデ ア ル。 之 レ

ハ 全 ク検 疾 ニ ヨツ テ嚢 見 サ レタ例 デ ア リ、 將來

培 養 試 験 ヲ實 施 スル ニ至 レバ、 此 種所 謂有 疾 無

患性結核 ノ登見率 モ壇加 シテ豫防 ノ萬全 ヲ期 ス

ルコトガ出來ヤウ。

要之、余等ハ學校結核豫防 ノ萬全ヲ期 スル上二

於テ、鋏席者 ヲモ含ム全員 ノ検査 ノ必要性 ヲカ

読 シ且 ツ出來得 レバ、全員喀疾 ノ培養試験ニヨ

リ、開放性結核患者 ノ早期獲見ヲ強調 スルモノ

ア ア ル ⇔

第4例 ハ理 學 的 所 見 ヲ認 ム ル モ、X線 上 所 見 ヲ

認 メ テ ヰ ナ ィe集 團検 診 二於 テX線 偏 重 ノ傾 向

ガ ア ル ガ戒 心 スベ キ コ ト ㍉思 フ ノデ アル.

第4節 胸部X線 學的槍査成績

夏 季 休暇 直 前 ノタ メ、 勤 勢 作 業 其 他 行 事 ノ關 係

上、 第1、2學 年 生 徒 ハ第2學 期 二 延期 シ、第3

學 年 以 上 ノrツ」反 鷹 陽 性 者115名 二封 シテ、 縣

立 三 島 健 康相 談 所 二於 テ、 螢 光 像 撮 影 法 ニ ヨ リ

胸 部X線 撮 影 ヲ實 施 シタ.其 ノ成 績 ハ、X線 墨

的 二 何 等 所 見 ヲ 認 メ ザ ル モ ノ101名(87・83%)
ね

デ、X線 學 的 所 見 ヲ 認 メ タル モ ノ14名(12・17

%)デ ア ル ガ、其 ノ中ギ 新 鮮 初 感 染 及 ビ活動 性 結

核 ト診 定 セ ラ レタモ ノへ 肺 門腺 腫 脹6例 、新

鮮 初 感 染竈2例 、肺 野浸 潤4例 、合 計12例 デ全

被 検 入 員 ノ2。08%二 當 ル.

「ツ」反鷹 陽 縛 者 ノ ミニ ツ4テ 云 ヘ バ、68名 中、

新 鮮 初 感染 竈2例(1例 ハ讐 極 期)(2、94%〉 、 肺

門 腺 唾 脹4例(5、88%〉 、 肺 野浸 潤2例(2,94%)

デ陽 轄者 ノ11.76%一:一 新鮮 病i竈 ヲ認 メ タe陽 轄

者 中1例 ノ肺 門 腺 灰 化 像 ヲ認 メ タル モ、 本 例 ハ

恐 ラ クx一 度 陽 性Anergieト ナ ツ タ モ ノガ再

感 染 ニ ヨ リv再 ビ、 「ツJ反 鷹 陽 性 トナ ツ タ モ ノ

テ眞 ノ 意 味 ノ 陽 韓 者 デ ナ イ モ ノカ ト推 定 サ レ

ノレo

第12表X線 像 ノ分類

漏 き竺越塾轡
所 見ヲ認 メザ〃者42

新 鮮 初 感 染 竈

肺 門 腺 腫 嘆

肺 門 腺 茨化 像

肺 野 浸 潤

計

計

59{Ol(87.,x:3

0
--i㍉2

鉦 皇遷「
耕 慮111含

第5節 戚染 源 二關 スノン考察

第5學 年A組 ノ ミ ハ他 學 級 二比 較 シテ、 「ツ」反

鷹 陽 性 率 噺 然 高 久 學 級 内感 染 源 ノ存 在 ハ疑 ヒ

ヲ容 レヌ コ トハ前 述 ノ如 ク デ アル.

該 學 級 ノ前 年 度1ツ 」反 鷹 陽 性峯(第13表 〉ハ、

20.75%デ ア ツタ モ ノ ガ、 本 年 度 二於 テ 飛 躍 的

ニ ヒ昇 シ78,95±6。613%ト ナ リ、 既 往1年 間

二27名 ノ陽 鱒 者 ヲ算 スル ニ至 ヅ タ。

而 シテ、 該學 級 シ長 期鉄 席 青 中3名 ハ鴬 日受 検

ノ結 果、 開 放 性結 核 タル コ トヲ獲 見 サ レ タ ガ、

恐 ラ ク他 ノ欲 席者 ニ モ開 放性 結 核 ノ混 入 セ ル ハ

想 像 サ レル ノデ、 何 レガ感 染源 デ アル カバ俄 二

到 定 シ難 ㌔ 併 シ、 第3例 ハ教 甑 級 友 等 ノ雷

ヲ綜 合 考 察 スル へ 病 歴 モ古 久 該 學 級 ノ感染

源 ト シテ 重 要 ノ 役klヲ 演 ジ 妊 ノ ト惟 定 サ レ

ル。 而 シテ他 ノ2例 モ勿 論 感染 源 トシノ 重 要 ノ

意 義 ヲ有 ス ル モ ノデ、 要 スル ニ第5興 年A組 ノ

rツ 」反 懸 陽 性 者 ノ飛 躍 的 増加 ハ明 瞭 二學 級 内 感

染 ニ ヨル モ ノ ト噺 定 シ得 ル モ ノデ アル。 而 モ 目

下 休 學 中 ノ他 ノ10名 モ、學 級 内 感染 ノ結 果 二依

ル モ ノ ガ大 部 分 デ アル ト考 ヘ ル ナ ラバ、 其 ノ鰺
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禍 ノ深 刻 デ アル コ トニ標 然 トス ル モ ノ デア リ、 ノタ メ 検診 働 行 ノ 重 要性 ヲ痛 感 ス ル モ ノデ ア

之 ニ ヨツ テ モ學校 内 ノ開 放 性結 核 患 者 早 期 獲 見 ル.

第13表 昭和!6年 度燈 力槍査r物 反慮陽性傘

「殺
慮 楡 査+±

聯 聾 〉＼ 人員鱗%劇% 例 数,.%

第5學 年 川,… 譲∫
……

第4學 年 ・A組 ∬鎚11r
現在第5學 働 沿 組53t1ボ

…

第3學 牟「IA組 皿 否」 …1「ジー 肩… ～ 　 _

現 在 第4學 年)lB組3512

第2學無 窺鶴 塾墨 症憂三蔓8∵7

25,008
幽{一 一

一

8.00
甲

6767.00
_・_一..__一

77.3720.75 1
_一 …画一

5

L88
… …㎝ 一_一}

28.30

{

9.43 62.27
{皿 一

17.95 £
甲 一 …{-

2
㎜酵 一 一}

0

5.13
補湘_噂一 一 屠 凹謄一 一 幽凹㎜療 →

5.71

41

瀞__
3⑪76.92

…-

31

11

5.71

烈 一簾一
凹巴一

3&88

第1墨 年(現 在 第2學 年 、3i…b

皿 一

〇 { o「

第4章 総括虹 二結論

余 等 へ 某 中箏 校 生徒 ノ 昭 和17年 度 、 圃民 髄

力検 査 ヲ施 行 セ ル へ 第5學 年 某學 級 ノ ミニ、

「ツ」反 鷹 陽 性 率 ガ 特 二 高 傘 デ アル コ トヲ 蜘 ヅ

タ.即 チ 全 校 李 均32.17±1、948%二 封 シテ 該

學 級78、95±6,613%デ アルバ カ リデ ナ 久 其 學q

級 二於 テ ハ 昨年 度ノ 國 戻 髄 力 検 査 二比 較 スル ト

1ケ 年27名 ノ多 籔 ガ陽性 轄 化 セル事 實 ヲ知 リ、

學 級 内 感 染 源 アル モ ノ ト シテ全校 生 徒 二封 シ、

「ツ」反 鷹 、 赤 沈 、 喀 疾検 査 、X線 演 査 等 ニ ヨル

結核 検 診 ヲ施 行 シ タ ガ、 其 ノ成 績 麹 糾 舌ス レバ

次 ノ如 クデ アル。

1。 本校 ハ伊 豆 牟 島 ノ略 く中央 ナル純 農 杜 二所

在 ス ル中興 校 デ主 ト シテ附近 農村 ノ子弟 ヲ牧 容

ス ル0

2.受 槍 生徒575名1受 検 率90。13%二 封 シ、

「ツJ反 鷹i陽性 者185名 即 チ32。!7±L948%テ

アツ テ、 之 ハ従 來 護 表 セ ラ レタ本邦 各 地 中 等學

校 ノ夫 レニ比 較 シテ最 モ低 牽 テ アルeド ツ」反 鷹

陽 性率 ヲ學 年 、 學級 別 二観 察 ス ル ニ、 第5學 年

A組 二於 テ 顯 著 二 高 率 デ78,95±6。613%ヲ 不

ス ノヲ 例 外 ト・シ テ、 第1學 年19。74±4、511%

ヲ最 低 トシテ略 く學 年進 度 二比 例 シツ ・上 昇 シ

テ 第5學 年57・47±5・300%二 至 リ最 高 率 トナ

ノレ燈

3.砂 」反 懸 陽 性率 ヲ年 齢 別 二考 察 スル ニ、 略

年齢 二李 行 シテ上 昇 ス ル ガ、 其 ノ増 率 ノ割 合 ハ

必 シモ年 齢 毎 二 李 均 セ ス16歳 以 上 二 飛 躍 的 壇

力騨ヲ認 メルゆ

4.生 徒 ノ家庭 ノ職 業 別 二rツ 」反 鷹 陽 性 峯 ヲ観

ル ニ、 農 業29.29±3。234%ハ 最 低 テ、 反 之 、

商 業38。61±4。844%ハ 最 高率 デ アル。

5,生 徒 ノ通 學 地 域 甥 二 「ツ」反鷹 陽性 奉 ヲ観 ル

ニ、 市部42.10±4.281%ハ 最 高 率 テ＼ 村 部

24・75±2・47%ハ 最 低 デ ア ル。 而 シ テ 町部 ハ

39。42±4.174%デ 市 部 二伯 仲 シ帥 チ市 部 及 ビ町

部 ハ李 均 化 サ レ ツ ・アル ノ ヲ認 メル.

6・ 被 検 生 徒 中、 理學 的 及 ピX線 學 的 所 見 ヲ認

メ タ者 ヲ除 外 シ533名 ノ所 謂 健 康生 徒 ノ赤 沈 値

/1時 間)ハ 正 常値/1--10mmヲ 示 ス モ ノ481名

(86,98%)、 輕 度 促進'U7-20mm/、67名t12。12

%・ デ アル.

7,所 謂 健康 生 徒 ノ 赤 沈 値 ハM±m-6。11±

O・0275mmデ ア リ、理 學 的 乃 至X線 學 的 所 見 ヲ

認 メ タ42名 ノ赤沈 値 ハM±m=32.79±0,297

mmデ アル

9.「'ZJ反 慮 ト赤 沈 トニー 定 ノ關 係 ヲ認 メ得 ナ

イ¢ 鞭

10・ 「ツJ反鷹陽性者拉 二赤洗促進者(20mm以

上)二 封 シ喀疾検査ヲ實施 シテ4名 ノ開放性肺

結核唐者 ヲ饗見 シタe之 等 ノ中3名 マデハ休學

轡
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中 モ ノデ嘗 臼受 検 ノ タ メ出頭 シタ者 デ アル ガ、

其 他 二19名 ノ 長期 鋏 席 ・者ガ 受 検 セヌ ガ、 之 等

ヲ漏 レ無 ク検 診 ス鍵レベ 更 二開 放 性 結 核 壌 見

牽 ハ高 クナ ル モ ノ ト椎 定 サ レル。

10.第3學 ・年 以 上 ノ 「ツ」反 鷹 陽性 者115名 λ

聰 部X線 學 的 検 査 二於 テ、所 見 ヲ認 メ タ者 ハ14

名 〈42・17%)デ 、 其 中、 新 鮮 初 感 染、及 ピ活 動 性

結 核 ト診 定 セ ラ レタ者 ハ、 肺 門 腺腫 脹6例 、 新

鮮 初 感 染2例 、肺 野 浸 潤4例 、 合 計12例(10.43

%〉 デ被 検 全 員 ノ2.08%二 當 ル。

之 ヲ要 ス ル ニ、 本 校 ハ純 農 村 二所 在 シ、 多 クハ

農家 ノ子 弟 ヲ牧 容 スル タメ、 生 徒 ノ結 核 感 染傘

ハ全 國 的 二低 率 テ ア ツ タ が、 開 放 性 結 核 生 徒 ヲ

中 心 ト シテ 學 級 内感 染 ヲ 惹起 シ1ケ 年 間53名

ノ生 徒 中27名 ノ「ツ」反 鷹 陽韓 者 ヲ生 ジ、13名

ノ結 核 性 疾 患 ニ ヨル休 學 者 ヲ出 ス ニ至 ツ タ モ ノ

テ」 學 校 衛 生 上 串 々 シイ問題 デ アル.

弦 二黙 覗 ス ル ニ忍 ビザ ル コ トへ 前 述 開 放 性肺

結 核 生 徒 二封 シテ ハ、 國 民 瞭 力 法 二基 キ療 養 慮

置命 令 ヲ嚢 動 シ且 ヅ墾 校 當 局 ト協 議 ノ上、 登校

禁 止 ヲ行 ヒタ ル ニ、 月 鹸 ヲ出 デ ザ ル 第2腿 期

初 頭 二於 テ某 々馨 師 ニ ヨ リ、 全 治 若 勲クハ輕 快

ノ故 ヲ以 テ、 通 學 支障 ナ シ ト診 噺 セ ラ レあ レ事

實 デ アル,既 二斯 ク ノ如 キ悲 鰺 ナル學 級 内 感 染

ヲ惹 起 セルrモ 拘 ハ ラズ、 而 モ歴 々 タル 私情 二

捕 ハ レ登校 許 可 ヲナ ス如 キ ハ其 ノ轡 師 ン良 心 ヲ

疑 フモ ノデ アル.

価 テ學 校 雷 局 ハ 自今 、 當 保 健 所 ノ診 断 ヲ経 ル ニ

非 ラザ レバ 登校 禁 止 生 徒 ノ解 禁 ヲ セザ ル方 針 ヲ

確 立 シテ 學 校 結 核 豫 防 ノ完 壁 ヲ 期 ス ル ニ 至 ツ

タ。1

又、 更 二「ツ」反 鷹 陰 性 生 徒 二封 シテハ、BC.G

豫 防 接 種 ヲナ ス コ トヲ最 後 二附 記 スル次 第 デ ア

ル。1昭 和17年11月25日 脱 稿 〉

稿 ヲ終 ル ニ臨 ミ校 閲 ヲ賜 ツ タ恩 師鯉 沼 教 授 二封

シ謹 ミテ感 謝 ノ意 ヲ表 ス。
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